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参考資料 
 

嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関連するSDGｓのターゲット 
 
 
 
＜基本目標①＞ 嬉野市に住みたい・行きたい“ひと”の流れをつくる 

 

【関連するSDGs の目標】 

     

      

 

4.7 ①-7 ④-4 

2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、人権、男女の平

等、平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続可能

な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要

な知識及び技能を習得できるようにする。 

 

6.2 ①-3 

2030 年までに、全ての人々の、適切かつ平等な下水施設・衛生施設へのアクセスを達成し、野

外での排泄をなくす。女性及び女児、並びに脆弱な立場にある人々のニーズに特に注意を払う。 

 

7.1 ①-3 

2030 年までに、安価かつ信頼できる現代的エネルギーサービスへの普遍的アクセスを確保する。  

 

8.9 ①-1.2.5.6 

2030 年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光業を促進する

ための政策を立案し実施する。  

 

9.1 ①-1.3 

全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、

地域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエント）なインフラ

を開発する。 
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11.2 ①-1 ④-5 

2030 年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配慮し、

公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安価で容易

に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。  

11.3 ①-1.3 

2030 年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、全ての国々の参加型、包摂的かつ持続

可能な人間居住計画・管理の能力を強化する。  

 

11.4 ①-4 

世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する。  

 

11.7 ①-3 

2030 年までに、女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で包摂的かつ利用が容易な

緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。  

 

12.2 ①-2 

2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用を達成する。  

 

12.8 ①-3 

2030 年までに、人々があらゆる場所において、持続可能な開発及び自然と調和したライフスタ

イルに関する情報と意識を持つようにする。  

 

14.1 ①-3 

2025 年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活動による汚染など、あらゆる種類の海

洋汚染を防止し、大幅に削減する。  

 

15.1 ①-3 

2020 年までに、国際協定の下での義務に則って、森林、湿地、山地及び乾燥地をはじめとする

陸域生態系と内陸淡水生態系及びそれらのサービスの保全、回復及び持続可能な利用を確保す

る 

 

17.17 すべて 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパ

ートナーシップを奨励・推進する。 
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＜基本目標②＞ 嬉野市で働きたい“しごと”をつくる 
 
【関連するSDGs の目標】 

         

     

 

2.3 ②-4.5.6 

2030 年までに、土地、その他の生産資源や、投入財、知識、金融サービス、市場及び高付加価値

化や非農業雇用の機会への確実かつ平等なアクセスの確保などを通じて、女性、先住民、家族農家、

牧畜民及び漁業者をはじめとする小規模食料生産者の農業生産性及び所得を倍増させる。  

 

2.4 ②-4.5. 

2030 年までに、生産性を向上させ、生産量を増やし、生態系を維持し、気候変動や極端な気象現

象、干ばつ、洪水及びその他の災害に対する適応能力を向上させ、漸進的に土地と土壌の質を改善

させるような、持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエント）な農業を実践する。  

 

4.4 ②-2.6 

2030 年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必

要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。  

 

5.c ②-２.5.6  

ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女子のあらゆるレベルでの能力強化のための適正

な政策及び拘束力のある法規を導入・強化する。 

 

8.3 ②-1.2.3.4.5.6 

生産活動や適切な雇用創出、起業、創造性及びイノベーションを支援する開発重視型の政策を促

進するとともに、金融サービスへのアクセス改善などを通じて中小零細企業の設立や成長を奨励

する。 

 

8.9 ②-3 

2030年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光業を促進するた

めの政策を立案し実施する。 
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9.2 ②-1.2.3.4.5.6 

包摂的かつ持続可能な産業化を促進し、2030 年までに各国の状況に応じて雇用及び GDP に占め

る産業セクターの割合を大幅に増加させる。後発開発途上国については同割合を倍増させる。  

 

9.3 ②-2.3.4.5 

特に開発途上国における小規模の製造業その他の企業の、安価な資金貸付などの金融サービスや

バリューチェーン及び市場への統合へのアクセスを拡大する。 

 

17.17 すべて 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパー

トナーシップを奨励・推進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 
＜基本目標③＞ 嬉野市で結婚・出産・子育てしたい“まち”をつくる 
 
【関連するSDGs の目標】 

       

 

    
 

1.3 ③-3 

各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度及び対策を実施し、2030年までに貧困層及
び脆弱層に対し十分な保護を達成する。 

 

2.2 ③-2 

５歳未満の子供の発育阻害や消耗性疾患について国際的に合意されたターゲットを2025年までに
達成するなど、2030年までにあらゆる形態の栄養不良を解消し、若年女子、妊婦・授乳婦及び高齢
者の栄養ニーズへの対処を行う。 

 

3.2 ③-2.3 

全ての国が新生児死亡率を少なくとも出生1,000件中12件以下まで減らし、５歳以下死亡率を少な
くとも出生1,000件中25件以下まで減らすことを目指し、 2030年までに、新生児及び５歳未満児
の予防可能な死亡を根絶する。 

 

3.4 ③-2.3 

2030 年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少させ、精神

保健及び福祉を促進する。  

 

3.7 ③-1.2 

2030年までに、家族計画、情報・教育及び性と生殖に関する健康の国家戦略・計画への組み入れを
含む、性と生殖に関する保健サービスを全ての人々が利用できるようにする。 

 

4.1 ③-4 

2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無償かつ

公正で質の高い初等教育及び中等教育を修了できるようにする。  

 

4.2 ③-２.3 

2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育にア

クセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。  
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5.5 ③-３ 

政治、経済、公共分野でのあらゆるレベルの意思決定において、完全かつ効果的な女性の参画及び

平等なリーダーシップの機会を確保する。  

5.c ③-３ 

ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女子のあらゆるレベルでの能力強化のための適正

な政策及び拘束力のある法規を導入・強化する。  

 

8.5 ③-3 

2030 年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働きがい

のある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。  

 

10.2 ③-3 

2030 年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他の状況

に関わりなく、全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。  

 

10.3 ③-3 

差別的な法律、政策及び慣行の撤廃、並びに適切な関連法規、政策、行動の促進などを通じて、機

会均等を確保し、成果の不平等を是正する。  

 

16.2 ③-３ 

子供に対する虐待、搾取、取引及びあらゆる形態の暴力及び拷問を撲滅する。  

 

17.17 すべて 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパー
トナーシップを奨励・推進する。 
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＜基本目標④＞ 嬉野市で安心して暮らしたい“地域”をつくる 
 
【関連するSDGs の目標】 

 

      

  

 

3.3 ④-3 

2030 年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられない熱帯病といった伝染病を根絶するとと

もに肝炎、水系感染症及びその他の感染症に対処する。  

 

3.4 ④-3.4 

2030 年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少させ、精神

保健及び福祉を促進する。  

 

3.6 ④-2 

2020 年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。  

 

4.7 ④-4 

2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、人権、男女の平等、
平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発
への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識及
び技能を習得できるようにする。 

 

11.2 ④-5 

2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに特に配慮し、公
共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安価で容易に利
用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。 

 

11.5 ④-2 

2030年までに、貧困層及び脆弱な立場にある人々の保護に焦点をあてながら、水関連災害などの
災害による死者や被災者数を大幅に削減し、世界の国内総生産比で直接的経済損失を大幅に減ら
す。 

 

13.1 ④-1.2 

全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能力を
強化する。 
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16.1 ④-2 

あらゆる場所において、全ての形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅に減少させる。 

17.17 すべて 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパ

ートナーシップを奨励・推進する。 


